
慶熙大学校 

アジア研究：アジア共同体の形成基盤 

実施期間：2012年 9月~2012年 12月 

 

 

第 1回 「アジアとは何か、アジア共同体に関する議論の歴史的展開と課題及び展望」 

（9月 06日） 宋錫源（慶熙大学 教授） 

 

第 2回  「ヨーロッパ統合がアジア共同体に与える教訓」 

（9月 13日） 洪起峻（慶熙大学 教授） 

 

第 3回  「健康な暮らしとアジア医学：薬草物語」 

（9月 20日） 崔湖榮（慶熙大学 教授） 

 

第 4回  「アジアの食文化」 

（9月 27日） 朝倉敏夫（大阪国立民族学博物館教授） 

 

第 5回  「アジア芸術とデザイン」 

（10月 04日） 金亨錫（慶熙大学 教授） 

 

第 6回  「アセアン共同体の文脈におけるタイの民主主義」 

（10月 11日） Viengrat Nethipo（Thailand,Chulalongkorn University 教授） 

 

第 7回  「インドとヒンドゥ世界とアジア」 

（10月 18日） 趙英喆（India,Jidal 大学教授） 

 

第 8回  「中央アジアの文化と政治」 

（10月 25日） 李愛俐娥（東京大学 教授） 

 

第 9回  「辺境からみるアジア共同体：台湾の「アジア」観を中心として 

（11月 01日） 陳永峰（Taiwan、東海大学 教授） 

 

第 10回  「グローバル・パワーとしての中国とアジア」 

（11月 08日） 鄭鍾弼（慶熙大学 教授） 

 

第 11回  「アジア共同体に関する出版事情」 

（11月 15日） 龍澤武（日本、東アジア出版人会議理事） 

 

第 12回  「アジアの市民社会：「市民」に何ができるか」 

（11月 22日） 鄭俊坤（ワンアジア財団主席研究員） 

 

第 13回  「アジアにおける域内移住：国境を越える政治地理」 

（11月 29日） 朴浩成（国際移住文化フォーラム代表） 

 

第 14回  「アジア文学の可能性」 

（12月 06日） 安永勳（慶熙大学 教授） 

 

第 15回  「アジアの未来とアジア共同体のビジョンに対する理解」  

12月 13日） 佐藤洋治（ワンアジア財団 理事長） 


